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科目名 
 

心理学演習ⅠB 

対象学科・学年 
  人間人社3回生  
   
   
  
  

担当者 
 

井上 徹 

授業テーマ 
 心理学研究に利用される多変量解析の実際 
授業の概要と目標 
 心理検査における項目作成や、態度調査の結果分析に必要な多変量解析法を、実際のデータ分析を通して理解することを目的

とする。多変量解析法について概観した後、重回帰分析、因子分析、クラスター分析、共分散構造分析、さらに数量化Ⅰ、Ⅱ、

Ⅲ類について、統計パッケージを用いて、実際のデータを受講生自らが分析する。それによって得られた出力結果に基づいて、

それぞれの解釈のポイント、留意点を解説していく。 

評価方法 
 出席と授業中のレポートを重視する。出席（３０％）＋レポート（７０％） 

テキスト 
 未 定 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  

１．多変量解析法とは何か 

２．重回帰分析（１）   重回帰分析法の意味、調査事例 

３．重回帰分析（２）   ＳＰＳＳを用いた重回帰分析 

４．重回帰分析（３）   結果の解釈 

５．因子分析（１）    因子分析法の意味、調査事例 

６．因子分析（２）    ＳＰＳＳを用いた因子分析 

７．因子分析（３）    結果の解釈 

８．クラスター分析（１） クラスター分析法の意味、調査事例 

９．クラスター分析（２） ＳＰＳＳを用いたクラスター分析 

１０．クラスター分析（３） 結果の解釈 

１１．共分散構造分析（１） 共分散構造分析の意味、調査事例 

１２．共分散構造分析（２） Ｅｘｃｅｌを用いた共分散構造分析 

１３．共分散構造分析（３） 結果の解釈 

１４．その他の多変量解析法 数量化Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ類 

１５．多変量解析法についてのまとめ 
 

 


